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CO2を炭素源とした
産廃由来炭化ケイ素合成の研究開発

R&D for synthesis of silicon carbide derived from industrial waste using CO2 as a carbon sourceR&D for synthesis of silicon carbide derived from industrial waste using CO2 as a carbon source
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SiC合成の様子
Photograph during SiC synthesis

原料（左）と、合成したSiCの写真
Photo of Si sludge and synthesized SiC

カーボンリサイクル型SiC合成
Carbon recycling SiC synthesis

研究の背景
二酸化炭素（CO2）は化学的に非常に安定な気体で、資源化

が困難です。また、シリコンスラッジなどの産業廃棄物を

有効活用する技術が求められています。

開発内容
CO2を炭素源に、産業廃棄物のシリコンスラッジから

炭化ケイ素（SiC）を合成することに成功しました。発熱

反応を利用することで資源化エネルギーを最小限にでき

ます。

研究成果と意義
本技術でCO2の半永久的な固定化が可能です。カーボンリ

サイクルとマテリアルリサイクルを同時達成し、高度

循環型社会構築に貢献します。

今後の展望
広島県大崎上島にあるカーボンリサイクル実証研究拠点 

基礎研究エリアにて、本技術のスケールアップと社会実装

の検証を進めています。

カーボンリサイクル型高純度炭化ケイ素粉末（99%以上）の

合成が可能です。また、省エネルギー・クリーンかつ産業廃棄

物の化学ポテンシャルを活かした「マイクロ波燃焼合成」に

より、合成時のエネルギー消費を大きく低減できます。
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